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ア
ジ
ア
や
新
興
国
へ
の
日
系
企
業
の
海
外

事
業
展
開
が
進
む
な
か
、
現
地
で
の
労
使
紛

争
も
多
発
し
て
い
る
。
自
動
車
総
連
や
電
機

連
合
な
ど
、
金
属
関
連
の
五
つ
の
産
業
別
労

組
で
つ
く
る
金
属
労
協
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
西
原
浩

一
郎
議
長
）
は
一
一
月
二
九
日
、
現
地
法
人

で
の
良
好
な
労
使
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の

労
使
セ
ミ
ナ
ー
を
都
内
で
開
催
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
事
情
に

精
通
す
る
識
者
が
、
大
規
模
な
全
国
ス
ト
も

発
生
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
最
新
事
情

に
つ
い
て
語
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
本
部
か

ら
は
、
近
年
の
労
使
紛
争
の
具
体
的
事
例
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◆　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

自
動
車
や
電
機
メ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
多
く

の
日
系
企
業
が
進
出
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
同
国
の
ブ
カ
シ
地
区

（
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
）
に
あ

る
Ｍ
Ｍ
２
１
０
０
工
業
団
地

の
建
設
に
当
初
か
ら
関
わ
り
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
は
同
団
地

の
社
長
も
務
め
た
丸
紅
の
小

尾
吉
弘
・
開
発
建
設
事
業
部

副
事
業
部
長
が
、
労
務
管
理

の
視
点
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
経
営
環
境
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

同
氏
が
ま
ず
説
明
し
た
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
行

の
労
働
関
連
法
に
お
け
る

問
題
点
。
労
働
組
合
法
で

は
、
労
働
組
合
の
設
立
要
件

が
「
一
〇
人
以
上
の
労
働
者

に
設
立
可
能
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
交
渉
権
は

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
持
つ
組
合
が
握
る
も
の
の
、

経
営
側
に
と
っ
て
、
対
峙
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
組
合
が
二
つ
も
三
つ
も
で
き
て
し
ま

う
」
と
述
べ
た
。

　
セ
ク
タ
ー
別
の
最
賃
も
設
定

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、

「
適
正
生
活
水
準
」
に
基
づ
い
て
決
定
す
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
七
月
頃
か
ら
、

政
労
使
が
市
場
を
回
っ
た
り
、
住
宅
の
家
賃

相
場
を
調
べ
た
り
し
て
、
適
正
水
準
を
調
査

す
る
の
だ
と
い
う
。

　

有
効
期
限
は
一
年
な
の
で
、
毎
年
、
一
一

月
ご
ろ
政
労
使
が
集
ま
っ
て
、
次
の
年
の
最

低
賃
金
額
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
ま
た
、
自

動
車
や
電
機
産
業
な
ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産

業
で
は
、
標
準
の
最
賃
よ
り
も
高
い
水
準
を

設
定
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
セ
ク

タ
ー（
業
種
）別
の
最
賃
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ブ
カ
シ
で
は
、
二
〇
一
二
年
で
言
う
と
、

標
準
の
最
賃
と
、
セ
ク
タ
ー
別
最
賃
が
二
段

階
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
全
部
で
三
段
階
の

最
賃
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
額
は
、
月
額

で
、
標
準
最
賃
が
二
〇
〇
万
二
〇
〇
〇
ル
ピ

ア
（
一
万
六
七
〇
〇
円
）
で
、
高
い
額
の
セ

ク
タ
ー
別
最
賃
が
二
四
〇
万
二
四
〇
〇
ル
ピ

ア
（
二
万
円
）。
水
準
は
年
々
上
が
っ
て
き

て
お
り
、
二
〇
一
一
年
最
賃
額
は
前
年
比
で

三
〇
％
程
度
上
昇
し
た
と
い
う
。

　

政
府
側
も
最
賃
上
昇
を
容
認

　

二
〇
一
一
年
、
労
働
組
合
は
一
二
年
の
最

賃
に
つ
い
て
、
高
い
引
き
上
げ
要
求
を
行
っ

た
。「
ブ
カ
シ
で
は
、
今
年
初
め
に
県
知
事

選
挙
が
あ
り
、
州
知
事
も
票
を
集
め
た
い
と

高
い
額
で
決
定
し
た
か
っ
た
」
も
の
の
、
交

渉
は
決
裂
。
経
営
側
が
交
渉
の
席
を
外
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
政
府
と
組
合
が
最
賃
額
を

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
経
営
側
は
手
続
き
に

問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
裁
判
に
訴
え
た
。
こ

れ
に
組
合
が
反
対
し
て
大
規
模
デ
モ
が
発
生

し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
政
府
側
と
組
合
代
表
な
ど

が
集
ま
っ
て
会
議
を
開
き
、
ほ
ぼ
組
合
の
要

求
通
り
の
決
定
と
な
っ
た
と
い
う
。
小
尾
氏

は
、「
最
賃
に
つ
い
て
は
、
政
府
側
も
水
準

を
上
げ
て
消
費
を
活
性
化
さ
せ
、
経
済
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
の
姿
勢
が
表
れ
て
い

る
」
と
解
説
し
た
。

　
失
業
保
険
の
未
整
備
か
ら
解
雇
困
難

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
労
使
交
渉
が
決
裂

し
た
と
き
に
、
七
日
前
に
申
請
す
れ
ば
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ト
ラ
イ

キ
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
小
尾
氏
は
、

「
ど
う
い
っ
た
と
き
に
交
渉
が
決
裂
し
た
と

み
な
す
か
、
あ
い
ま
い
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　

解
雇
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
が
難
し
く
、

ま
た
、
解
雇
手
当
が
高
い
。
そ
の
背
景
に
は
、

ま
だ
失
業
保
険
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

外
国
人
は
人
事
に
携
わ
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
地
法

人
の
人
事
部
長
に
、
日
本
人
が
就
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
小
尾
氏
は
、「
労
働
局
が
会
社

に
査
察
に
入
る
こ
と
が
あ
る
。
う
か
つ
に
日

本
人
が
人
事
書
類
に
サ
イ
ン
し
て
は
い
け
な

い
」
と
忠
告
し
た
。
違
法
と
し
て
罰
金
を
と

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
事
情
を
紹
介

─
─
最
近
の
紛
争
事
例
も　
　

金
属
労
協
の
労
使
セ
ミ
ナ
ー
　
　

中央がインドネシアについて報告した小尾氏。右隣が岩井氏
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ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

今
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
全
体
と
し
て
社

会
保
障
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

労
組
は
当
初
は
導
入
に
合
意
し
て
い
た
が
、

最
近
で
は
保
険
料
を
労
働
者
に
負
担
さ
せ
る

な
と
要
求
し
て
い
る
。

　
ノ
ン
コ
ア
業
務
に
違
法
派
遣
が
横
行

　

今
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
労
働
者
派
遣
と
請
負
契

約
の
両
者
を
さ
す
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ

い
て
だ
。
法
に
よ
れ
ば
、
コ
ア
業
務
で
は
、

労
働
者
派
遣
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ノ
ン
コ

ア
業
務
な
ら
可
能
で
、
例
え
ば
、
警
備
、
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
、
送
迎
バ
ス
、
掃
除
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。
小
尾
氏
は
、
コ
ア
業
務
と
ノ
ン
コ

ア
業
務
の
境
目
が
あ
い
ま
い
な
点
を
問
題
点

と
し
て
あ
げ
た
。
コ
ア
業
務
に
派
遣
労
働
者

を
使
用
す
る
不
法
行
為
が
起
き
て
い
る
と
い

う
。

　

有
期
雇
用
は
、
本
来
は
、
工
事
な
ど
期
間

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
業
務
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
は
ず
で
、
二
年
と
か
三
年
し
か
雇
用
で

き
な
い
の
に
、
そ
れ
以
上
更
新
し
て
最
賃
で

働
か
せ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
と
い
う
。

今
年
の
五
月
、
六
月
に
は
、
こ
れ
に
抗
議
す

る
組
合
が
過
激
な
行
動
に
出
た
。

　

労
使
紛
争
解
決
法
に
よ
り
、
労
働
裁
判
が

導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
紛
争
解
決
は

仲
裁
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
裁
判
に
よ
っ

て
す
っ
き
り
し
た
結
果
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
、
専
門
的
な
裁
判
官
が
不
足
し
て

い
る
点
な
ど
を
、
小
尾
氏
は
問
題
点
と
し
て

あ
げ
た
。

　
冠
婚
葬
祭
に
は
で
き
る
だ
け
出
席
を

　

小
尾
氏
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
有
の
事
情

や
労
務
管
理
の
課
題
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
質
と
し
て
、
集
団
行

動
を
好
む
こ
と
や
、
横
並
び
意
識
が
強
い
こ

と
を
あ
げ
た
。

　

小
尾
氏
が
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

赴
任
す
る
日
本
人
幹
部
に
す
す
め
た
の
が
、

冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て
。
結
婚
式
な
ど
の
お
祝

い
ご
と
や
、
葬
式
な
ど
に
は
で
き
る
だ
け
出

席
し
た
ほ
う
が
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
や
す

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
の
八
割
が
イ

ス
ラ
ム
教
で
あ
る
こ
と
を
深
く
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
、
一
日
に
数
回
あ
る
祈

り
の
時
間
を
き
ち
っ
と
と
っ
て
あ
げ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

　
不
完
全
な
通
訳
で
ト
ラ
ブ
ル
も

　

労
務
管
理
上
の
課
題
で
は
、
基
本
的
に
英

語
は
通
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
社
内
で
片
言
の

日
本
語
が
で
き
る
人
を
頼
る
こ
と
に
つ
い
て

は
注
意
が
必
要
だ
と
促
し
た
。

　

日
本
人
社
長
か
ら
日
本
語
が
で
き
る
現
地

社
員
（
人
事
部
長
な
ど
）
に
用
件
を
伝
え
、

そ
の
現
地
社
員
か
ら
そ
れ
を
従
業
員
全
体
に

伝
え
て
も
ら
う
場
合
に
、
社
長
の
本
意
が
き

ち
っ
と
通
訳
さ
れ
て
な
い
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
小
尾
氏
は
、

「
日
本
語
が
で
き
る
人
が
、
仕
事
が
で
き
る

人
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
人
も
介

し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
忠
告
し
た
。

　

組
合
対
策
に
つ
い
て
は
、
組
合
幹
部
と
よ

く
付
き
合
う
こ
と
を
推
奨
し
た
。

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
内
で
連
携
も

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
本
部
か
ら
は
、
最
近
と
り
ま
と
め

た
「
海
外
労
使
紛
争
お
よ
び
紛
争
解
決
に
関

す
る
事
例
集
Ⅱ
」
を
使
っ
て
、
岩
井
伸
哉
・

国
際
局
部
長
が
事
例
の
詳
細
と
そ
の
対
応
策

な
ど
を
解
説
し
た
。

　

一
つ
め
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
手
タ
イ

ヤ
企
業
で
の
事
例
で
、
日
本
国
内
の
親
企
業

に
労
働
組
合
は
あ
る
も
の
の
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
加
盟

で
は
な
く
、
た
だ
し
、
国
際
産
別
組
織
の
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
も
加
盟
す

る
）
に
は
加
盟
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
。

二
〇
〇
二
年
の
賃
上
げ
交
渉
で
、
労
使
合
意

に
達
せ
ず
、
紛
争
調
停
中
に
会
社
が
組
合
役

員
を
解
雇
決
定
ま
で
の
間
、
停
職
に
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
化
学
エ
ネ
ル

ギ
ー
鉱
山
労
働
組
合
が
不
当
労
働
行
為
で
国

際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
に
提
訴
し
た
。

　

こ
の
事
例
に
つ
い
て
岩
井
氏
は
、
労
使
で

解
決
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
問
題
を
、
国

際
問
題
に
ま
で
拡
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
点
を

問
題
点
と
し
て
あ
げ
た
。
た
だ
、
今
後
は
、

同
じ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
組
織
で
の

紛
争
で
あ
れ
ば
、
連
携
を
進
め
て
解
決
に
あ

た
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
た
。

　
親
会
社
が
未
組
織
の
場
合
の
対
応
が
課
題

　

ま
た
、
タ
イ
の
電
機
産
業
企
業
で
労
働
組

合
を
設
立
し
た
従
業
員
が
解
雇
さ
れ
た
問
題

も
紹
介
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
一
年
、
タ
イ
の
日
系
電
機
電
子
産

業
企
業
で
、
労
働
者
代
表
と
会
社
と
の
ボ
ー

ナ
ス
・
労
働
条
件
改
善
を
め
ぐ
る
交
渉
が
も

つ
れ
た
。
労
働
者
代
表
が
労
働
組
合
を
結
成

し
、
会
社
が
組
合
幹
部
を
解
雇
し
た
。
こ
の

日
本
の
親
会
社
は
、
組
合
が
な
く
未
組
織
の

会
社
だ
っ
た
。

　

タ
イ
の
金
属
産
別
組
織
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）
か

ら
当
時
の
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
支

援
要
請
が
あ
っ
た
。
日
本
の
親
会
社
が
未
組

織
だ
っ
た
た
め
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
本
部
は
コ
ン
タ
ク

ト
の
方
法
を
模
索
し
、
何
と
か
同
社
の
Ｃ
Ｓ

Ｒ
室
と
連
絡
を
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
Ｊ

Ｃ
Ｍ
は
本
社
も
訪
問
し
た
が
、
同
社
は
違
法

性
は
な
い
と
の
認
識
だ
っ
た
と
い
う
。
岩
井

氏
は
、
日
本
の
本
社
に
労
組
が
な
い
場
合
に

は
、
新
た
な
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
問
題
提
起
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
日
本
人
が
経

営
す
る
現
地
企
業
で
労
働
組
合
役
員
が
殺
害

さ
れ
た
事
例
（
二
〇
一
一
年
）
や
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
の
全
国
的
な
労
働
組
合
に
よ
る
抗

議
行
動
の
事
例
（
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

　
抗
議
行
動
は
そ
ろ
そ
ろ
潮
目
か

　

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
パ
ネ
ル
討
論
も

行
わ
れ
、
参
加
し
た
小
尾
氏
に
対
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
労
組
の
抗
議
行
動
の
収
束

見
通
し
や
国
民
の
受
け
止
め
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

小
尾
氏
は
、
今
年
三
月
以
降
も
頻
発
し
て

い
る
デ
モ
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
問

題
や
契
約
社
員
の
低
賃
金
な
ど
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
た
だ
、
最
近
で
は
デ

モ
の
発
生
も
「
潮
目
を
迎
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

最
賃
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の

給
料
も
上
昇
し
て
い
る
な
か
で
、
組
合
が
大

幅
ア
ッ
プ
を
要
求
す
る
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、

ま
た
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ

た
。
小
尾
氏
が
会
話
し
た
あ
る
日
系
の
ビ
ス

ケ
ッ
ト
を
製
造
す
る
企
業
の
幹
部
は
、
生
産

性
を
上
げ
る
こ
と
で
賃
金
上
昇
の
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
に
対
応
す
る
と
話
し
た
と
い
う
。

　

国
民
の
受
け
止
め
に
つ
い
て
は
、「
ブ
カ

シ
地
区
で
は
組
合
を
支
持
し
な
い
市
民
も
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
を
示

し
た
。
工
場
の
稼
働
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
、

近
隣
の
飲
食
店
や
社
員
の
送
迎
、
産
業
廃
棄

物
の
引
き
取
り
な
ど
を
生
業
と
す
る
市
民
の

仕
事
が
な
く
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。


